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【個⼈投資家800⼈調査】 
株式投資を始めたきっかけランキング 
NISAは４位、納得の断トツ１位は？ 

 
オンライン株式スクール「株の学校ドットコム」（運営会社：株式会社トレジャープロモート、東京都千代⽥
区、代表取締役社⻑：瀬川 丈）では、全国の株式投資に取り組む20代〜70代の男⼥800名に、株式投資を始
めた「きっかけ」についてアンケート調査を実施しました。 
 
新NISAのスタートや⽇経平均株価の上昇などを背景に、2024年は株式投資にかつてない注⽬が集まっており、
これを機に新たに株式投資を始めた⼈も多くいます。では、株式投資に取り組んでいる個⼈投資家は、具体
的にどんなきかっけから株式投資を始めたのでしょうか？ 
 

 
 
※詳しい結果とデータは、「株の学校ドットコム」のオウンドメディア「株の学校トピックス」でご覧いただけます。 
https://www.kabunogakkou.com/media/voice_202405/ 
※本調査について記事等に引⽤いただく際には、「株の学校ドットコム」（https://www.kabunogakkou.com/）へのリンクを設
定いただけますと幸いです。 
 
【調査概要】 
調査⽅法：インターネット調査 
調査対象：株式投資に取り組む20代〜70代の男⼥ 
     （事前調査で「株式投資に取り組んでいる」と回答した⼈に限定） 
調査⼈数：800⼈（男性396⼈、⼥性404⼈） 
調査⽇ ：2024年4⽉5⽇  
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「⽼後資⾦を作るため」が最多の４割超 
「株式投資を始めたきっかけは何ですか？ あてはまるものをすべて選んでください」という質問に対して、
最も多くの回答数を得たのは「⽼後資⾦を作るため」でした。800⼈のうち４割を超える335⼈（41.2％）が
この項⽬を選び、２位以下を⼤きく引き離す結果となりました。 
 

 
 
２位には「⽇々の⽣活費や趣味のお⾦を作るため」215⼈（26.7％）、３位には「旅⾏など、やりたいことに
使えるお⾦を作るため」162⼈（20.3％）が⼊りました。 
 
４位には現在注⽬を集めているNISAが⼊りました──「NISAが話題になっていたから」137⼈（17.1％）。
今年からスタートした新NISAが話題ですが、NISA制度⾃体は2014年に始まっています。すでに10年が経っ
ており、その影響⼒が着実に伸びていることがうかがえます。 
 
さらに、このうち「最も⼤きなきっかけとなったもの」について尋ねたところ、１位はやはり「⽼後資⾦を
作るため」（227⼈・28.4％）、２位も「⽇々の⽣活費や趣味のお⾦を作るため」（96⼈・12.0％）で上位は変
わりませんでしたが、３位には「家族や友⼈・知⼈に勧められたから」（87⼈・10.9％）が浮上しています。 
 

 



 
株式投資を始めたきっかけについて、より具体的に記述してもらったところ、実に様々な声が聞かれました
（⼀部抜粋）。 
 

• 「メディアや家族や友⼈含む周囲の⼈達がNISAを始めて、1年後、2年後と資産が増えていっている話
を聞いて私も初めてみたくなって勉強を始めました」（35歳・⼥性） 

• 「貯蓄から投資へというスローガン的なフレーズをテレビのニュース等で聞いて興味を持った。ジェイ
コム男が現れて世間を賑わしていたのを⾒聞きして株式投資やデイトレーダーに興味を持った。」（57
歳・男性） 

• 「⼦供のころに⺟親が優待の桐⾕さんの本を図書館から借りてきて、その本が⾯⽩かったから」（20
歳・男性） 

• 「⽗親の仕事が⾦融業界であった為、株式投資を⾝近感じる環境であった。社会⼈の経験を積み重ねた
結果、⾃分⾃⾝の資⾦が貯まり、効果的な運⽤をしたいと感じた」（59歳・⼥性） 

• 「⼦供に⽼後迷惑かけたくないので、その為に増やしたいと考えた」（49歳・⼥性） 
• 「⺟親が株主優待でファミレスで⾷事しているので⾃分もそうしたいと思った」（45歳・⼥性） 
• 「会社の先輩が新聞の株式情報を職場で⾒ていて、⾊んなことを教えてくれたので、興味を持ち４０年

前に株式購⼊を始めた。」（65歳・⼥性） 
• 「親がなくなり、親の持っていた株式を譲り受けたのと、銀⾏預⾦も相続したのでそのお⾦の⼀部も投
じて、株式投資と投資委信託を購⼊した」（67歳・男性） 

 

若者は「⽼後」よりも「⽇々」のため 
この結果を年代別に⾒ると、どの年代も「⽼後資⾦を作るため」の順位が⾼い点は共通するものの、その他
は年代によって異なる傾向が⾒られました。 
 

 
 
なかでも20代は、すべての年代で唯⼀「⽼後資⾦を作るため」（15.7％）が１位ではなく２位となり、１位に
は「⽇々の⽣活費や趣味のお⾦を作るため」（17.6％）が⼊りました。また、全体では11位だった「家や⾞な
ど、ほしいものを買うお⾦を作るため」（11.1％）が３位にランクインしています。 
 
そのほか、40代・50代ではともに、全体で10位だった「⼦どもの教育費を作るため」が６位に浮上。また、
「NISAが話題になっていたから」は、20〜40代では上位に⼊っているものの、年代が上がると、真ん中よ
りも下の順位となっています。 



 
その⼀⽅で、年代が上がるほど回答数が増えたのが「その他」で、特に60代では２位に⼊っています。その
内容は、「会社の持株会」という回答が最も多く、その他には「親の保有株の相続」「余剰資⾦の運⽤」「証券
会社に勤務していたので」「定期預⾦が満期になった」「勉強のため」といった回答がありました。 
 

約８割の⼈が株式投資をやって「よかった」 
今回の調査では、「株式投資を始めてよかったと思っていること」についても、⾃由記述で回答してもらいま
した。「まだわからない」「特になし」といった回答もあったものの、何かしらよかったと思うことを回答し
た⼈は622⼈（77.8％）に上り、約８割の⼈が株をやってよかったと感じているようです。 
 

 
 
具体的な回答をいくつかご紹介します（⼀部抜粋）。 
 

• 「様々な会社を知ることができたこと、配当⾦は低いですが、少しずつ購⼊したことで現在の株価が上
がる波に乗って、購⼊した株の値段が上がり、⽼後に少しずつ売ることで数年ですが⽣活を⽀えられる
段階になっていること」（42歳・⼥性） 

• 「しっかりと⾒極めてから投資すれば⼤損するという可能性は少なく、お⾦にも⼼に余裕を持って投資
し続ければ着実に資産は増えることが分かったので、より⽣活が豊かになりました」（41歳・男性） 

• 「経済ニュースを⾒るようになり・・・そこから・・・世界情勢や経済のことなど・・・関⼼が持てる
ようになり・・・若者世代とも会話できるようになりました」（73歳・⼥性） 

• 「少額だけど定期預⾦より儲かったことと、今まで知らなかったたくさんの会社を知れて何をしている
かなど知ったことで買い物などに良い影響がでたこと」（47歳・⼥性） 

• 「市場の動きに注⽬するようになり、そこから世界の動きに関⼼を持つようになった」（21歳・男性） 
• 「世界のニュースに⽬を向けるようになったことが良いこと。結果的に資⾦は増えているので、⾦銭的

な不安が軽減し、何事においてもどんと構えられるようになった」（44歳・⼥性） 
• 「⼤きな儲けは出せていないが、儲かったお⾦で旅⾏に⾏ったり、家電を買ったりしている。また、優
待を使って家族で⾷事に⾏ったりしている」（67歳・男性） 

• 「チャートの⾒⽅など勉強して新しい知識を得られたこと、政治や経済の動きに対して関⼼を持つよう
になったこと、貯⾦だけと⽐べて利益が得られちょっとしたお⼩遣い程度は稼ぐことが出来ること」
（33歳・⼥性） 

 



株で⼈⽣を豊かにする⼈を増やすために 
株式投資に取り組む800⼈を対象とした今回の調査からは、株式投資を始めるきっかけとして最も多いのは、
やはり「⽼後資⾦を作るため」であることがわかりました。ただ、次に多かったのは「⽇々の⽣活費や趣味
のお⾦を作るため」で、先々の⼼配とともに、今のお⾦を増やしたいという思いも汲み取れます。 
 
家族・知⼈やSNSを含むメディアの影響から株式投資を始めた⼈も多くいましたが、その⼀⽅で、約８割の
⼈が「株式投資をやってよかった」と思っていることも明らかになりました。 
 
その背景としては、直近の株価上昇もあり、利益を得られたことや、それが⽣活の⽀えになっていることに
関する回答が多く⾒られましたが、その他にも「世界のニュースに⽬を向けるようになった」「若者世代とも
会話できるようになった」など、利益だけではない⼈⽣へのプラスの影響についての回答も⽬⽴ちました。 
 
株の学校ドットコムでは、⼈⽣を豊かにすることができる株式投資・トレードに、より多くの⽅が取り組む
きっかけを得られるよう、これからも様々な啓蒙活動を続けてまいります。 
 
 

■株の学校ドットコムについて https://www.kabunogakkou.com 

2002年より、投資勉強会として投資・⾦融に関する各種セミナーを開催。2009年からは、オンライン形式の
株式スクール「株の学校ドットコム」として、より幅広い層に向けた投資教育・情報発信を⾏っています。
現役のトレーダーを講師に迎え、あくまで本質にこだわった講義が多くの⽀持を得ています。講座の受講者
数は累計88万⼈を超え（2024年３⽉現在）、同種のサービスとして国内最⼤級の規模を誇っています。 
 
株の学校ドットコム⾦融教育研究所について 
近年、国⺠のライフプラン多様化に伴う⾦融リテラシー向上が課題とされ、さまざまな⾦融教育が広がりつ
つあります。しかしながら、学習者が必ずしも適切な教育機関と出会えているとは⾔えない現状があります。
そこで、株の学校ドットコムでは⾦融教育研究所を設⽴し、⾦融教育を必要とする学習者がライフステージ
とライフプランに合わせた適切な教育者に出会えることを⽬的とした調査・研究を⾏っています。 
 

■トレジャープロモートについて 

投資・トレード教育、企業経営・起業家教育に主軸を置いたコンテンツの企画・制作、それらを効率的かつ
効果的に学習するためのシステム開発・運営、広く届けるためのメディア運営などを⾏っています。オンラ
イン株式スクール「株の学校ドットコム」、株式投資・トレードの情報サイト「かぶまど」の運営のほか、脳
科学の視点を取り⼊れて独⾃に開発したオンライン学習システム等の提供も⾏っています。 
 

■会社概要 

社   名：株式会社トレジャープロモート 
本社所在地：東京都千代⽥区丸の内1-6-2 新丸の内センタービル21階 
代 表 者：代表取締役社⻑ 瀬川 丈 
設   ⽴：2005年12⽉26⽇ 
電話番号 ：03-3216-7354（代） 
資 本 ⾦：5,000,000円 
従業員数 ：23名（業務委託スタッフ含む） 
事業内容 ：投資教育事業／セミナー開発事業／コンサルティング事業／メディア運営事業／ 
      ⾦融商品仲介業 
ホームページ：https://www.tpromote.com 
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⾦融商品取引法等に係る表⽰ 
□⾦融商品仲介業者 
 商  号：株式会社トレジャープロモート 
 登録番号：関東財務局⻑（⾦仲）第581号 
□所属⾦融商品取引業者 
 商  号：株式会社SBI証券（⾦融商品取引業者、商品先物取引業者） 
 登録番号：関東財務局⻑（⾦商）第44号 
 加⼊協会：⽇本証券業協会、⼀般社団法⼈⾦融先物取引業協会、⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会、 
     ⼀般社団法⼈⽇本STO協会、⽇本商品先物取引協会 
 

 
 
 
 

報道関係者お問い合わせ先 
株式会社トレジャープロモート 広報部 

担当：磐⽊ 
メール：pr@tpromote.com 

TEL：03-3216-7354   Fax：03-6685-7468 
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